
資料名 年代 資料番号
石州銀 16 世紀 Ⅱ A カマ c  1（2）

石州銀 16 世紀 Ⅱ A カマ c  1（3）

石州銀 16 世紀 Ⅱ A カマ c  1（4）

石州銀  萩銀判 16 世紀 Ⅱ A カマ c  1（9）

石州文禄御公用銀 16 世紀 Ⅱ A カマ c  3（1）

筑前博多御公用銀 16 世紀 Ⅱ A カマ c  4（1）

佐渡徳通印銀 1619 年 Ⅱ A エド d  1（11）

佐渡徳通印銀 1619 年 Ⅱ A エド d  1（17）

佐渡徳通新印銀 18 世紀初め Ⅱ A エド d  1（16）

慶長丁銀 1601 年 437

慶長豆板銀 1601 年 459

元文丁銀　 1736 年 628

元文豆板銀 1736 年 655

明和五匁銀 1765 年 675

明和南鐐二朱銀 1772 年 676

天保一分銀 1837 年 699

天保丁銀　 1837 年 700

50 銭銀貨 1871 年 1176

貿易銀（貿易用 1 円銀貨） 1871 年 1204

寛永通宝一文銭　佐渡銭 1714 年 816

（紙幣）但馬国  生野銀山  賃銭 1 匁預 18 ～ 19 世紀 511970

（紙幣）但馬国  生野銀山  賃銭 1 分預 18 ～ 19 世紀 511972

（紙幣）但馬国  生野銀山  金 2 朱 18 ～ 19 世紀 511975

（紙幣）但馬国  生野銀山  金 1 歩預 18 ～ 19 世紀 511976

諸国金山ノ図 1860 年 900030

大日本物産図会　佐渡国金山之図、佐渡金堀之図 1877 年 900031

諸国名所百景　佐渡金山奥穴の図 1859 年 900033

六十余州名所図会　佐渡金やま 1853 ～ 56 年 900034

金銀山大盛祭礼図 18 ～ 19 世紀 901543

佐渡国製金次第之図 1854 年 902005

西三川砂金山絵図 18 ～ 19 世紀 908119

但丹銀山絵図　一 18 ～ 19 世紀 908148

但丹銀山絵図　二 18 ～ 19 世紀 908149

但丹銀山絵図　三 18 ～ 19 世紀 908150

但丹銀山絵図　四 18 ～ 19 世紀 908151

但丹銀山絵図　五 18 ～ 19 世紀 908152

但州生野銀山銀銅鉛稼方図 18 ～ 19 世紀 908153

慶長見聞集 出版：1906 年（原本：1614 年） 904092

生野銀山孝義伝 1849 年 904161

金銀図録　一 1823 年 906322

金銀図録　五 1823 年 906326

佐渡事略　上（写本） 原本：1782 年 908083

佐渡事略　下（写本） 原本：1782 年 908084

佐渡事略　別録（写本） 原本：1782 年 908085

佐渡国寺社帳　上（写本） 原本：18 世紀 908094

佐渡国寺社帳　下（写本） 原本：18 世紀 908095

佐渡年代略記（写本、1859 ～ 1648 年部分） 908101

佐州役所見取図 江戸時代 908121

石見国銀山旧記（写本） 1836 年 908141

銀山旧記　全（写本） 江戸時代後期 908142

極印（佐） 江戸時代 951055

（佐渡鉱山関係資料）てへん 963063

（佐渡鉱山関係資料）釣ともし 963064

（佐渡鉱山関係資料）灯明皿 963065

（佐渡鉱山関係資料）タガネ（鑽） 963067

（佐渡鉱山関係資料）金鉱石 963068 ～ 963073

（佐渡鉱山関係資料）汰板 963074
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本企画展で展示した貨幣博物館所蔵の佐渡金銀山絵図

鈴木一義「佐渡金銀山絵巻について」、渡部浩二「佐渡金銀山絵巻の変遷・分類と絵師」（佐渡市・新潟県教育委員会編『佐渡金銀山絵巻－絵巻が語る鉱山史－』）より作成

本企画展で展示した主な貨幣博物館所蔵の資料一覧

No 名称 ID 形状 題名 巻数 概要

1

902516 ／

902517

絵巻 佐渡金山図巻

上／下

2 18 世紀中頃作成か。

巻頭が青柳（道遊）割戸から始まり、

小判所の場面に墨囲いがされている。

2

908106 ／

908107 ／

908108

絵巻 佐渡金山之図

天／地／人

3 18 世紀中頃作成か。

巻頭が坑道内から始まる。1759 年設置の寄

勝場が描かれておらず、1746 ～ 1759 年まで

の状況を描いていると考えられる。

3

908112 ／

908113

絵巻 佐州旧金銀採製全図

一／二

2 19 世紀作成か。

巻頭が惣目録から始まる。

大吹所の場面にて水車が描かれている。

4

908115 折本 佐州金銀採製全図 1 19 世紀作成か。

巻頭が惣目録から始まる。

大吹所の場面にて水車が描かれている。

資料名 年代 資料番号
砂金 7099

自然金塊 7117

蛭藻金 Ⅱ A カマ b  1（1）

蛭藻金 Ⅱ A カマ b  1（5）

譲葉金 Ⅱ A カマ b  2（1）

天正菱大判 16 世紀 Ⅱ A カマ b  3-1（1）

甲州金（露一両金） 16 世紀 Ⅱ A カマ b  12（4）

慶長大判  1601 年 122

慶長小判  1601 年 129

慶長一分金  1601 年 130

佐渡小判（正徳佐渡小判） 1714 年 Ⅱ A エド a  12（2）

佐渡小判（正徳佐渡小判） 1714 年 Ⅱ A エド a  12（3）

佐渡一分金（正徳佐渡一分金） 1714 年 Ⅱ A エド a  13（1）

佐渡一分金（正徳佐渡一分金） 1714 年 Ⅱ A エド a  13（2）

元文小判 1736 年 155

万延小判 1860 年 176

20 円旧金貨 1871 年 1117

10 円旧金貨 1871 年 1119

和同開珎銀銭  708 年 1

金銀山にまつわる資料は、
ホームページでも公開しています。

一部の絵巻については、高精細画像で公開中！

佐渡・佐渡金銀山関係 諸鉱山関係

資料目録
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協力者一覧

本展の開催にあたり、ご助言・ご協力をいただきました関係者に厚く御礼申し上げます。
（50 音順、敬称略）

石橋　隆

沓名　貴彦

鳥越　俊行

仲野　義文

松原　聰

渡部　浩二

相川郷土博物館

朝来市教育委員会

一般社団法人　佐渡観光交流機構

一般社団法人　対馬観光物産協会

猪名川町教育委員会

石見銀山資料館

大田市教育委員会

甲斐黄金村・湯之奥金山博物館

株式会社シルバー生野

霧島市

甲州市教育委員会

佐渡市

佐渡市教育委員会

佐渡ジオパーク推進協議会

島根県教育庁

島根県立古代出雲歴史博物館

東京国立博物館

東京大学工学・情報理工学図書館 工 3 号館図書室

奈良文化財研究所

新潟県魚沼地域振興局地域整備部

新潟県教育庁

新潟県立佐渡高等学校同窓会舟崎文庫

益富地学会館

両津郷土博物館

涌谷町教育委員会
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日本銀行金融研究所貨幣博物館　企画展
フカボリ！金銀山 × お金の世界　―絵巻でよみとく金銀山のいとなみ―
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